
響
す
る
の
で
、
適
正
時
期
に
薬
剤
散
布
を
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
・
チ
ャ
ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ
は
9
月
上
旬
、

ハ
マ
キ
ム
シ
類
が
ダ
ラ
ダ
ラ
発
生
し
て
い
る
場
合
は
、
9

月
上
中
旬
に
防
除
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ク
ワ
シ
ロ
カ
イ

ガ
ラ
ム
シ
は
３
回
発
生
地
域
で
9
月
中
旬
か
ら
防
除
適
期

に
な
り
ま
す
が
、
秋
冬
番
茶
を
摘
採
す
る
方
は
、
使
用
時

期
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《
秋
冬
番
茶
と
秋
整
枝
》

　

秋
整
枝
時
期
は
、
一
般
的
に
は
平
均
気
温
が
18
～
19
℃

に
な
る
10
月
上
中
旬
で
す
。
秋
整
枝
の
目
的
は
、
摘
採
面

を
均
一
に
な
ら
し
、
来
年
の
一
番
茶
に
木
茎
や
古
葉
が
混

入
し
な
い
よ
う
、
品
維
持
を
図
る
た
め
の
作
業
で
す
。
来

年
の
一
番
茶
の
た
め
に
も
、
9
月
中
に
秋
冬
番
茶
を
摘
採

す
る
場
合
は
、
浅
め
に
収
穫
し
、
気
温
が
下
が
っ
て
き
た

頃
に
改
め
て
秋
整
枝
を
実
施
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

来年に備えて
準備を

農業経営支援課
福手 裕三

茶

　

翌
年
一
番
茶
の
母
葉
と
な
る
三
番
茶
芽
（
四
番
茶
芽
）

は
十
分
に
伸
育
し
て
い
ま
す
か
？
こ
の
時
期
は
、
春
か
ら

夏
に
か
け
て
新
芽
の
摘
採
で
消
耗
し
た
樹
勢
を
回
復
し
、

来
年
に
備
え
た
母
体
づ
く
り
を
し
ま
す
。
茶
樹
は
、
一
般

に
地
上
部
と
地
下
部
が
交
互
に
生
長
す
る
傾
向
が
見
ら

れ
、
葉
や
芽
の
伸
育
が
止
ま
る
と
根
の
生
育
に
移
行
す
る

の
で
、
秋
肥
の
施
用
が
今
月
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。

《
秋
肥
の
施
用
》

　

秋
肥
は
、
来
春
一
番
茶
の
良
質
多
収
の
た
め
に
重
要
な

基
肥
で
す
。
９
月
～
11
月
に
養
分
を
十
分
に
吸
収
・
蓄
積

さ
せ
る
事
が
大
切
で
す
。
肥
効
を
高
め
る
た
め
に
は
、
有

機
質
配
合
を
広
幅
に
施
用
し
、土
と
よ
く
混
ぜ
ま
し
ょ
う
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
葉
と
幹
と
根
の
生
長
割
合
で
す
。
９
月

に
幹
、10
～
11
月
に
か
け
て
根
が
多
く
伸
育
し
て
い
ま
す
。

《
病
害
虫
防
除
》

　

こ
の
時
期
の
病
害
虫
の
被
害
は
、
一
番
茶
に
大
き
く
影
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